
連携充実加算における保険薬局との連携
（薬薬連携のための研修会実施状況）

総合がん診療センター 薬剤部

日向野理輝



開示するべき利益相反はありません。



外来化学療法室 (総合がん診療センター)

化学療法室ベット数 45床

常勤医師 1名

化学療法室看護師数 9名

指導担当薬剤師 午前中1-2名 午後1名

調製担当薬剤師 午前中3-4名 午後2名

化学療法件数 10,300件/年 (令和2年度)

ミキシングルーム 安全キャビネット2台

（令和４年現在）



日本臨床腫瘍薬学会がん診療病院連携研修



一般社団法人日本医療薬学会
地域薬学ケア専門薬剤師認定制度
地域薬学ケア専門薬剤師研修施設

（基幹施設）

現在２名 研修生を受け入れしている

コロナ禍のためにweb研修だったが、実地研修も開始され

ている



厚生労働省HPより
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当院にお問い合わせいただいた際
に使用するため記載

患者に実施しているレジメン

抗悪性腫瘍剤等の投与量

（減量などあれば記載）

当該レジメンの実施状況

主な副作用の発現状況

その他医学・薬学的管理上必要な
事項

医療機関に提示いただけるように
記載

指導した薬剤師の調剤印



トレーシングレポート
（TR）の運用 （300件/月）

薬局

↓

FAX

↓

薬剤部

診療科 外来ケモ室

↓ ↓

電子カルテ 部門薬歴へ入力

スタッフ間回覧

コピー





2022年度

（新）外来腫瘍化学療法診療料の加算

連携充実加算の施設基準

• 化学療法を実施している患者の栄養管理を⾏う必要な体制が整
備されている

• 他の保険医療機関及び保険薬局との連携体制が確保されている



研修会の開催 全てウェブで開催

参加人数
第一回 2020/9/29 連携概要説明 135名
第二回 2020/11/18 基礎知識1 82名
第三回 2021/1/20 基礎知識2 58名
第四回 2021/5/11 基礎知識3 79名
第五回 2021/8/28 基礎知識4 65名
第六回 2021/10/29 胃癌治療 82名
第七回 2022/2/15 連携実績説明 145名
第八回 2022/5/27 膵癌治療 171名
第九回 2022/8/26 肺癌治療 77名

第二回から六回,第八回から九回は薬剤部スタッフのみで開催

研修会の開催



解析可能TR* 95件
TR発行薬局組成 近隣1薬局のみ
TR内容

現状報告 90件
治療提案 12件
提案率 13％
提案採択 5件
採択率 42％

調査対象期間 2020年4月～2021年3月、* 解析可能TRとは病院に届いたTRが外来化学療法室に届けられ、内容を調査できたもの
を表している。TRが院内に届いた後に外来化学療法室に届かないTRもある。

2020年度 薬局との連携の有用性（がん関連）
項目 件数 or ％



症例1 悪心嘔吐G2あり、デカドロン錠提案したが処方変更には至らなかっ
た。

症例2 末梢神経障害 G3あり、治療の中止とデュロキセチン提案あるが、処
方されなかった。

症例3 不眠症ありエスゾピクロンで効果不十分のためゾルピデム提案ある
が、処方されなかった。

症例4 エパデール昼内服のみのため、夜の他剤を一緒に服用したらどうか
と提案あり、処方されなかった。

症例5 1包化希望あり、処方上の変更なかったが薬局とのプロトコール契約
あり、一包化調剤となる。

症例6 症状回復しオロパタジン不要、本人も希望なく削除提案あるが、そ
のまま処方が続行された。

症例7 下痢あり、止瀉薬増量提案あるが変化なかった。

結果 保険薬局からの提案一覧



症例8 処方の外用剤で痛みやただれあり、ステロイド外用剤や保湿剤
提案し、処方あり。

症例9 悪心あり、メトクロプラミド提案あり、処方あり

症例10 イリノテカン投与後下痢G2あり、止瀉薬の提案あり、処方あ
り。半夏瀉心湯やロペラミドが処方された。

症例11 吃逆あり、コントミン等提案あり、処方あり。シテイ煎が処方
された。

症例12 疼痛増悪あり、麻薬ベースアップの提案あり、実施された。

結果 保険薬局からの提案一覧



最近の改善から得られた知見

連携文書をA4用紙に記載して渡していたが、

クリアファイルに処方せんとセットにして

患者に手渡す方法に改善した。

指導を受けるすべての患者に実施している。
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解析可能TR* 332件
TR発行薬局組成 近隣1薬局のみ
TR内容

現状報告 260件
治療提案 71件
提案率 21.4％
提案採択 17件
採択率 23.9％

調査対象期間 2021年4月～2021年9月、* 解析可能TRとは病院に届いたTRが外来化学療法室に届けられ、内容を調査できたもの
を表している。TRが院内に届いた後に外来化学療法室に届かないTRもある。

2021年4-9月 薬局との連携の有用性（がん関連）

項目 件数 or ％



症例13 ワントラムを服用しているがNRS８と疼痛あり。アセトアミノ
フェンの追加を提案。アセトアミノフェン処方とワントラム増
量となった。

症例14 L-OHPによる末梢神経障害のためデュロキセチンを提案。処
方された。

症例15 酸化Mgを内服しているが、便秘が強い。グリセリン浣腸を提
案。処方された。

結果 保険薬局からの提案一覧



がん治療における薬薬連携の今後の課題

↓

情報共有の機会を柔軟に設けられるような関係性の構築

↓

保険薬局からのトレーシングレポートの内容のフィード
バック、病院側の連携説明書の改善点を聴取

◎院外薬局との意見交換会の実施（1/27開催予定）



ご清聴ありがとうございました。




